
なぜ感受性なのか(3)

村　　上　　吉　　男

この拙論(3)は,シモーヌ・ヴェーユ独自の知覚なる　く感受性)が彼女の学士

論文『デカルトにおける科学と知覚』 (1930年)に密かに展開されるという,

前回(2)での筆者の主張をさらに明らかにさせる試論である。かかる証明をもっ

て,そしてこの証明から(1)の註(2)の波線部分が再度問われる次回以降予定の

(8)までをもって,筆者は連続稿である(1)から(8)の表題くなぜ感受性なのか)と

した事由にはじめて答えられるのである。なぜなら,彼女がデカルトの知覚を

語るにしろ,少なくも註(2)の波線部分は密かに展開される彼女独自の知覚

く感受性)を見出せる箇所,その確たる転機となる箇所であると断言できるか

らである(この点の証明は以下をみたあとの次回以降に回さざるを得ないであ

ろう)。

さて,前回を受け継ぐ拙論として最初に取り上げられねばならない問題は,

デカルトにとってくわたし)あるいは精神とは何かということである。これに

ついて参照すべきはデカルトの次なる引用文である。

①①Qu'est-ce done que je suis? Une chose qui pense. Qu'es卜ce qu'une

chose qui pense? Ces-a-dire une chose qui doute, qui conpoit, qui

affirme, qui nie, qui veut, qui ne veut pas, qui imagine aussi, et qui
sent.(1)

わたしとは何であるのか。思惟するものである。思惟するものとは何か。すな

わち疑い,理解し,肯定し,否定し,意志し,意志しない.なおまた想像し,感

覚するものである。

①⑧Je suis une chose qui pense, Cest-a-dire qui doute, qui affirme, qui

nie, qui connait peu de choses, qui en ignore beaucoup, qui aime, qui

hait, qui veut, qui ne veut pas, qui imagine aussi, et qui sent.(2)
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わたしとは思椎するものである。すなわち疑い,肯定し,否定し,わずかなこ

とを認識し,多くのことを知らず,愛し,憎み,意志し,意志しない.なおまた

想像し,感覚するものである。

⑦の(王X参はそれぞれ第二省察,第三省察からの引用であるが,両者ではほぼ

同じような内容が語られるとみてよい。その内容はどちらもくわたしとは思惟

するものである)ことで合致し,く思椎するものとは何か)において, (かには

ない語句が(勤に記されるだけであるOだが②のこの箇所でほかの語句が見出さ

れていようとも.かかる語句はたんなる付け足しにすぎず,それ自体①の内容

を梱過させるわけではない。そのことは次の引用文によって明かされるであろ

う。

(泊Les facultes de vouloir, de sentir, de concevoir, etc., ne peuvent pas
proprement etre dites ses (mon esprit) parties: car le meme esprit

semploie tout entier A vouloir, et aussi tout entier k sentir, & concevoir,

etc.(:"(括弧内筆者)

意志し,感覚し,理解するなどの諮能力がわたしの柄神の部分であるというこ

とは本来不可能である。なんとなれば意志し,感覚し,理解するなどもすべて同

じ一つの精神であるからである。

すなわち,かかる語句はく同じ一つの枯神)の諸「様態fapon ou mode」(4)

を示し,く同じ一つの精神)として捉えられるということである。そればかり

か,この(王X萱)に③を加えて考えると,くわたし)とはく思惟するもの)または

くm神),く思惟するもの)とはくh'・神)またはくわたし),く精神〉　とはくわた

し)またはく思惟するもの)に等しいこと,これによってくわたし)あるいは

梼神とは何かという問いにはく思惟するもの)でしかないと答えることが導出

できるのである。しかしこの(王X窒X勤からのまとめのみでく思惟するもの)であ

る　くわたし)あるいは精神の全貌がみえるといえるのではない。それが可能に

なるのは,たとえば①におけるく思惟する)く様態)のく疑い,理解し,肯定

し,否定し,意志し,意志しない,なおまた想像し,感覚する)がデカルトに

あって,なぜく同じ一つの桁神)になり,いかにあるかを明かしてからのこと
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であろう。

⑦の①にく感覚する)という語句がある。それを例にする他の引用文によっ

てみれば,なぜく同じ一つの精神)になるかが判明しよう。

㊨ Je suis le meme qui sens, c'est-&-dire qui regois et connais les choscs

comme par les organes des sens, puisquen effet je vois la lumiere,
.I

joui's le bruit, je ressens la chaleur. Mais Ion me dira que ces apparences

sont fausses et que je dors. Quil soit ainsi; toutefois, A tout le moins,

il est tres certain quil me semble que je vois, que j'ouis, et que je
.I

mechauffe; et c'est proprement ce qui en moi s'appelle sentir, et cela,
l

pns ainsi precisement, n'est rien autre chose que penser.<5)

この同じわたしは感覚するものである。すなわち,実際わたしは光を見,騒音

を聞き,熱を感覚する以上,串物を感覚器を介して受け入れたり.認識したりす

るものである。だがこれらは見せ掛けであり,わたしが眠っているからだそうだ。

かくあるやもしれぬが,しかし少なくもわたしは見る,聞く,熱くなる(熱を感

覚する)と思われるということはきわめて確かなのである。これこそまさしく,

わたしにおいて感覚すると呼ばれるものであり,このように正確に解釈するなら

ば,これは思惟する以外の何ものでなくなるのである。 (括弧内筆者)

筆者は前回取り上げた最初と二番目の文章の一部(6)杏,それ以下の文車と

の関係から再度用いることにする。なぜならこの引用文に記される　く感覚する

sentir)こそく同じ一つの精神)になる事由を,またく感覚器) (身体)にお

ける感覚sens　との区別を明確にさせるからである。まず前著にあって,く感

覚する　sentir)とはく見る,聞く,熱くなる(熱を感覚する)と思われる)

こと,それがまさにく思惟する　penser・)ことであると捉えねばならない。だ

から,く思惟するpenser)ことなしに,くわたし)またはくm神)がくわたし)

やく精神)であることは不可能であり,そのくわたし)やく精神)の能力とし

てく感覚する　sentir)があるといえようo　この一例から(》(9のく疑い,理解

し,肯定し,否定し,意志し,意志しない,なおまた想像(する))も,く疑う

と思われる,理解すると思われる,肯定すると思われる,否定すると思われる,

意志すると思われる,意志しないと思われる,なおまた想像すると思われる)

という　く机神)のく思惟する　penser)ことに相当し,これらのく一つ)一つ



4 人文科学研究　第94餌

がすべてく同じ)く精神)の能力になるのであるO要するに,これらは前記し

たく思惟するpenser)く様態)のさまざまを示すしかない,換言するとく思

惟するpenser)はこれらを,また⑦①にはない⑦②のくわずかなことを認識

し,多くのことを知らず,愛し,憎(む))をも含んだ総称として用いられるに

すぎない。そしてこれは, ⑦のさのさまざまなく様態)がデカルトにあって,

いかにあるかの最初の答えとなる。

次に,く感覚するsentir)はなぜく感覚器) (身体)における感覚seIISと

区別されるかが問われる。だがこの間いはいったい成り立つのであろうか。な

んとなれば,く感覚するsentir)がく光を見,騒音を聞き,熱くなる(熱を感

覚する)と思われる)であるかぎり,そこにく光を見,騒音を聞き,熱を感覚

する)という　く感覚器) (身体)における感覚sensが保有されるからであり,

またくわたし)またはく枯神)が㊨にく事物を感覚器を介して受け入れ(る))

と記されるかぎり,く感覚するsentir)にはこのく事物(感覚sens))が不可

欠であるとみることができるからである。それゆえ,たとえばく熱くなる(熱

を感覚する)と思われる)という　く感覚するsentir)と,く熱を感覚する)感

覚sens　とは区別して捉えるに及ばないといえる。

だがデカルトは,くわたし)またはく精神)がく事物を感覚器を介して受け

入れ(る))にしろ,このく事物(感覚sens))は脳たる身体によってく受け入

れ)られると,換言すると脳の『松果腺glande pineale』(7)が身体の諸感覚器

の諸感覚を取り込む器官,いわゆる『共通感覚sens commun』(8)の器官にな

るとみなして,その感覚sens　と　く感覚する　sentir)を,とどのつまり脳た

る身体はくわたし)またはく精神)ではないことを区別する。それではいかに

すれば,く精神)のく感覚する　sentir)になることが可能であろうか。

再び,く光を見,騒音を聞き,熱を感覚する)ことのうち,く熱を感覚する)

に例をとると,かかる感覚sensはく共通感覚〉たる　く松果腺) (身体)に

く受け入れ)られよう。だがこのことはく熱を感覚する)脳たる身体の感覚

sens　と,く精神)のく感覚するse11tir)とが関係づけられてあることを意味

しない。筆者はく精神)のく感覚するsentir)がく松果腺) (身体)にく受け

入れ)られる感覚sensに対する捌きかけによってはじめて関係するし,働き

かけ自体がく熱くなる(熱を感覚する)と思われる)つまり　く感覚する

selltir)にふさわしくあるとひとまず理解する。かつ,この働きかけから,
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く精神)はく熱を感覚する)という身体の感覚seIISでなく, sentimentな

る感覚を新たに生み出す,あわせて,身体とは無関係になるこのsentiment

のことからも,くわたし)あるいは柄神(の全貌)とは何かをさらに間い質す

ことが可能になり,デカルトはかかる区別を試みる以外に,く真理の探求)を

確立させ得ないとひとまず理解する。

この区別はまた, ㊧中くわたしは熱を感覚する)やくわたしは熱くなる)の

それぞれの動詞くressentir)と　くsechauffer)の比較によって確認できる。

だがここでは,筆者は後者の動詞を㊨の最後の引用文の文意からく感覚する

sentir)に換言させて捉え得ると判断し,くressentir)と　くsentir)をもって比

較するoそれぞれはむろん,前者が身体に,後者が精神に対し用いられる動詞

となる。前者のくressentir)は,く見(る))やく聞(く))の視覚と聴覚と同様

に並粧される動詞,く熱)をく感覚する)ことの感覚(温覚)であり,何より

もまずく熱)がく感覚器)を温覚として刺激するに等しいということができる。

さらにこのく感覚器)は外的く感覚器)に,く刺激する)は㊨のく受け入れ(る))

の一つの意味に換言されると理解できる。すると,く受け入れ(る))とは何も

その外的く感覚器)ばかりでないことが次の引用文によって読み取れるのであ

る。

①　Ces objets (de nos sens) qui, excitant quelques mouvements dans les

organes des sens exterieurs, en excitent aussi par lentremise des nerfs

dans le cerveau, lesquels font que lame les sent.(9)(括弧内筆者)

わたしたちの感'Eの対象は,外的感覚器のなかにある遊動を引き起こしつつ,

神経を介して脳のなかにその同じ遊動を引き起こすのであり,この脳のなかの運

動が料神をしてわたしたちの感覚の対象を感'iXせしめるのである。

この引用文にあって,く脳のなかに)のく脳)は前記したく松果腺)をさし,

いわばこの内的く感覚器)はく対象)をく受け入れ(る))とみることができる。

なぜか。それはくある運動)やくその同じ運動〉をく引き起こす)との記述に

よって明らかとなる。すなわち,く(迎動を)引き起こす)とある以上.それ自

体は事前にく対象)を外的と内的く感覚器)それぞれでく受け入れ)ていなけ

ればならぬからである。それなしにいかなる　く(迎動を)引き起こす)ことも
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不可能である。この引用文にくressentir)が記されずとも,まさにくresserltir)

こそ,く対象)をく受け入れ(る)),この(運動)をく引き起こす)となる必要

がある。換言すると　くressentir)は刺激と反射を含意させると把握する。か

つかかるくresseiltir)がく外的感覚器)や内的く感覚器)で可能になるのは,

前者にく受け入れ)られるく対象)が反射されて後者に伝わるからである。後

者は前者の反射を刺激としてく受け入れ(る))し,またこの刺激をく運動)と

してく引き起こす)のである。こうした意味でくre(s)〉なのだ。

それゆえ,前紀要の引用文◎や㊥(10)ならびに本稿㊨中のく感覚器)は外的

内的の両く感覚器)をさすとみるはかない。なおまたデカルトにあって,く運

動)はく思惟するもの)(ll)でなく,身体の自動機械(12)によるし,く外的感覚器)

でのくresseiltir)の(対象)はすべて内的く感覚器)に伝達されると捉える

しかない。

さらに,く受け入れ(る))は注意すべき動詞である。とりわけ前紀要の⑧や

◎または㊨のくrecevoir)がこれに相当する。なんとなれば,筆者は先にこの

くrecevoir)を,たとえば㊧にく熱を感覚する以上,解物を感覚器を介して受

け入れ)と記されるところより,く熱を感覚する)く感覚器)を強調する点にお

いて,外的や内的のく感覚器)への刺激に見立てたが,今度は同じ㊨をばこれ

と異なった意味で理解し得るからである。つまり㊨のくrecevoir)にはもう一

つの意味があるということだ。その出所はく事物を‥.受け入れたり,認識し

たりする)という箇所にある。くrecevoir)はくconnaitre)と同列に匠かれる

かぎり,身体ではなく精神における動詞なのであり,もとより　くsentir)にIS

換されて使用されるのである。要するにこのくselltir)が精神でく受け入れ

(る))とは,脳たる身体のく松果腺)で反射する　く対象(事物))にく働きか

ける〉　ことである。

しかしここでは,かかる　くsentir)のことは以上だけにして,外的や内的

く感覚器)における　くressentir)がある視点から検討される。なぜ検討する

かは,くressentir)が以下に掲げる引用文㊥①(勤によって改めて問われるから

である。くressentir〉が外的や内的く感覚器)に関与する以外に用いられると

すれば,しかもそこにく真理の探求)やく日常的用法)の視点を導入させて語

るとすれば,くressentir)はいったい何か,いかに理解されるのかなのである。

デカルトがく机神)の能力として使う　くsentir)に接頭辞くre(s))の加わる
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このくressentir)は調べたかぎり,譜作品(13)中の(省察》にのみ10回出てく

る(14)まず,く外的感覚器) (これはく内的感覚器)である脳のく松果腺)以

外のすべてをさすとみなす。だから内臓なども本来く内的感覚器)であるが,

それすら便宜的にく外的感覚器)とする)に関与する　くressentir〉の例とし

て,くje ressens la chaleur)(15)くje ressentais‥.la faim, la soif)(16)くje

ressens de la douleur au pied)(17)などが取り上げられるであろう。これら

はそれぞれ温覚,内的感覚,痛覚でしかないし,温覚に代表させてすでに記し

たことであるから,その説明はもはや必要としないであろう。問題は次の場合

なのである。たとえばく省察〉にく情念論)から抜き出した先の引用文㊤に似

た内容の箇所がある。そこでは,足に受けた傷でく引き起こ　exciter)される

く運動mouvement) (これはく外的感覚器)における反射である)と同じ運

動がく脳のなかにdans le cerveau)にく引き起こ)される(これはく内的

感覚器)における反射である)と述べたあとで,さらにデカルトはいう。

㊥①II sera necessaire que lesprit ressente dans le pied la meme douleur

que sil y avait repu une blessure.08'

柄神は,足が傷を受けたときと同じ痛み(苦しみ)を感覚することが必要であ

ろう。 (括弧内も範者)

(9と㊥(Dの引用文で後者が前者より具体的な例を提示する以外に,両引用文

が多少異なりをみせるのは,後者には前者のく五me)ではなく,くesprit)が

同じく精神)をあらわす語として使われたり,くressentir)なる語が明確に記

されたりすることである。また煩似するところはく精神)が脳とは別であると

する点なのである。換言すると脳は精神でなく身体である。するとこのことは,

く外的感覚器)やく内的感u器)たる身体に関与して使用されるだけの

くressentir)が㊥(Dにおいてく枯神)にも使われる,つまり　く精神)のなか

でも反射することを示唆させるのであろうか。もう一つの引用文が参照される。

㊨(2)Et quoiquen approchant du feu je sente de la chaleur, et meme que
●

men approchant un peu trop pres je ressente de la douleur, il ny a

toutefois aucune raison qui me puisse persuader quil y a dans le feu
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quelque chose de semblable A cette chaleur, non plus quA cette douleur;

mais seuleme【1t jai raison de croire qu'il y a quelque chose en lui,

quelle quelle puisse etre, qui excite en rnoi ces sentiments de chaleur

ou de douleur.(19)f傍線部分筆者)

また,わたしは火に接近すると,熱を感電するし,あまりに接近しすぎると.

痛み(苦しみ)を感覚するとはいえ,しかし火のなかにその熱さらにその痛み

(苦しみ)に似たものがあるとわたしを説待し得るいかなる理由もない。ただ火

のなかに熱あるいは痛み(苦しみ)の感覚をわたしに引き起こすものがいかなる

ものであろうとも,あると信じるのは正しいことなのである。 (括弧内も筆者)

㊥②は一見,身体と同じくressentir)がくm神)にあるということができ

る。なんとなれば,くressentir)がくsentir)とともに使われるごとく記され

るからであり,すでにみたようにくsentir)はく精神)の能力,く机神)はこ

こでも　くわたし)になるといえるからである。とすればこの引用文は,身体と

は別の新たなくressentir)のあることを暗示させるのか,それともそうでは

ないといい通すものであろうか。いずれにせよ,その答えが同時に,くressentir)

はいったい何か,いかに理解されるかへの答えとなることも確実であろう。

これらのことをまずは,鍬合の傍線部分が示すことから語っていこうOそこ

の意味は,くわたし)はく火)を見たり,もしやく火)に触れたりすることが

何より先にこようが,しかしく火)そのものをではなく,く火〉からそのく熱

を感覚するsentir de la chaleur),さらにそのく痛み(苦しみ)を感覚する

ressentir de la douleur)ということである(だから　くわたし)はまたく熱)

自体やく痛み(苦しみ))自体をく感覚する)のでもないことになる。また

くわたしは熱を感覚する)における㊨のくje ressens la chaleur)と⑳富の接

続法表記のくje sente de la chaleur〉とのくわたしje〉については後述に誹

る)。このとき,く熱を感覚する)には今記したごとき二つの表現があることを

知る。すなわち¢)くressentir la chaleur)と㊥くsentir de la cllaleur)であ

るO冠詞(⑦は総称㊥は部分冠詞)の相連はともかく,かつくressentir)と

くsentir)の相迎説明ももはや割愛されるとして,筆者がここで主張したいの

は, ⑦が㊦くressentir de la douleur)になるのではなく, ㊥がOになるこ

と,なお付記すべきは, ㊥くsentir de la chとileur)が㊨の訳く熱くなる(熱
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を感覚する)と思われる)とした括弧内の語句に該当してくるということであ

る.ちなみにく熱くなる)という方のsechaufferは再帰的用法の代名動詞ゆ

えに,再帰代名詞をくわたし(枯神))とみると同時に,そのくわたし)が

く無くなる)のであって,それ以外(たとえば身体)がく無くなる)のでは決

してない。そしてここでも(9と同様,くわたし(IS神))がく熱くなる)こと自

体をでなく,そのく刻印(印象) impression)をく感覚するsentir)という

ことができる。

さて, ◎くressentir la chaleur)が㊦くressentir de la douleur〉になる

のではないのは,たとえ¢)Oの動詞が同じであっても, 0の動詞は少なくも⑦

のそれと同じ用法にあるとみることが不可能になるからである。 ¢)の動詞は身

体で, Oのそれはくsentir)と同じく精神で使用されるressentirである。 ⑦

はく松果腺)なるく共通感覚)の器官において,最終的な反射(く引き起こす)

は㊥ (前紀要)にcauser, ㊤や㊥(参(本納)にexciterとして出る)をなす

助詞である。くsentir)はこの反射にく働きかける)役割にある動詞である

(く働きかける)とは反射を捉えることである。別言すると,反射はあくまで

身体の『動物机気espnts animaux』のく運動)によるのであり, sentirは

この反射をく机神)のく刻印)としてく感覚する)ことになる。なお後段にて

く働きかける)とはく能動action)であることを知るであろう)oすると,

くsentir)と同様に用いられる　くressentir)も　く働きかける)役割になければ

ならぬ動詞になろう。ここから後者の動詞は前者のそれに準じることが導き出

される。しかもその準じ方は,たとえば㊥①の　く1esprit ressente.‥1a

meme douleur)と⑳診のくje ressente de la douleur) (㊥⑧は0くressentir

de la douleur)と同機にみる)のそれぞれにあって,一つの段階を踏むとこ

ろにある。後者の㊥②またOのその段階はすぐ察知される。すなわち0が生じ

るには(9くsentir de la chaleur)を前提になすことが不可欠なのである(だ

から前記した過り, @がOになる,つまり　sentirからressentir -と段階を

踏むといえる).ここから前栽の㊥①について以下のごとく推測できる。 ㊥①

のく柄神は, ‥.同じ痛み(苦しみ)を感覚する)のくressentir)は,たとえ

ば註(17)としてすでに引用した原文くje ressens de la douleur au pied)で

いうと.註(17)が原文以下にある　くsentir de la douleur a lesprit)(20)とか

かわりをみせるのだから,この二つの原文のくressentir)から　くsentir) -の
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段階を踏むのと同じように,この場合後者のくsentir)と間係して使用されな

ければならない。註(17)のくわたしは足に痛みを感覚する)の(ressentir)

は足のく外的感覚器)ならびにく内的感覚器)という身体での反射であり,こ

の反射にくsentir)がく働きかけ)て,註(20)のく机神に痛み(苦しみ)を感

覚するsentir)が生じる。ここに注目し,さらに註(20)がくわたし(机神)

は痛み(苦しみ)を感覚する)に置換されるとみなしていうと, ㊥①の

くressentir)の用法は,何よりもまずこのく暗神は痛み(苦しみ)を感覚す

るsentir)という前提に立って, ㊥①全体をく枯神は, ... (再度その)同じ
°　°　°

痛み(苦しみ)を(sentiitより強く)感覚するressentir)とするところに見

出されるということができるのである。それゆえ,このくressentir)は決し

て身体に用いられるのではない。これはたんにく再度強く)という意味での接

頭辞くres)をくsentir)に加えるにすぎないくressentir)であるといえる。

換言してもこれは本来くsentir)の用法と同じになるとしかいい得ないのであ

る。しかしそれはなぜなのか。

鍬かと②のある(省察)がく真理の探求)を日ざす作品であるかぎり,身体

で使用されるくressentir)の反射がく料神)というところで可能になるといっ

てはならないことがその事由として取り上げられる。別言すると, (sentir)

がく内的感覚器)にく働きかけ)ねばならぬと前記したが,しかしそれこそが

く真理の探求)にとって不可欠なことなのであるということになる。
°　　°　°　°　　°　　　　°　°　°　　°

く真理の探求)において,くsentir)がく内的感覚器)にく働きかける)とは

何か,詳しい説明が要求される。く内的感覚器)は脳のく松巣腺)たるく共通

感覚)の器官である。身体のくressentir)はその器官で反射しよう。だが反

射自体はこの器官にとどまってはならず,その器官を出る(舵れる)必要があ

る。もしその器官にとどまる反射にく働きかける〉く柄神〉のこのくsentir〉

であるならば,くsentir)は器官(身体)に与するから,く机神)の能力ではな

くなるであろう。だからくsentir)は器官の外側での反射にく働きかける)こ

とになるとみるしかない.なんとなれば.器官の外側はすでに器官(身体)と

しての物質や空間ではないし,この非物質的で非空間的なものがまさしくデカ

ルトのく机神)であるといえるからである(たとえば前紀要の引用文(かや本稿

①にく(脳の)神経を介して)とあり,かつ実際脳のく松巣腺)たる器官には

四方に無数なほどの神経が分かれていることを踏まえるならば,デカルトの
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く精神)とは何かという一考がさらに必要であろう。ここではそれに立ち入る

ことをせずに,以下の疑間を投げかけておくだけにするO神経も器官と同様物

質であるし,く動物縮気)のく運動(反射))が神経で伝達されるとみるかぎり,

非物質的非空間的なく机神)のく働きかけるsentir)はかかる神経において

可能にならないのでなかろうか。それとも神経は器官と同じではないとして.

デカルトは神経を物質や空間とは捉えなかったのであろうか)。ただこの夷刺問

とは逆に,神経を,あるいは脳の器官以外の神経の含まれる非物質的非空間的

なる外側をばデカルトのく精神)とみなすとき,反射は反射でなくなるであろ

う。なんとなれば,そこは当然(精神)とみられる以上,くselltir)のく働き

かけ(能動))によって,身体の反射たるsens　感覚)とは異なるく括神)と

しての新たなsentiment (感覚)が生まれていなければならぬからである。

このように,身体のsens　と料神のsentiment　とが明確に区別されるのが

く真理の探求)の場合なのである。だから身体のくressentir)とそのsensが,

また精神のくsentir (あるいはressentir))とそのsentiment　とが身体と枯

神のおのおので欠かせないことになる。だから万が一身体のくressentir)の

反射が桁神で可能になるならば(たとえば前紀要の引用文⑪ (これはく日常的

用法)にある文章である)にく身体がわたしたちの感覚器(これはく内的感覚

器)に相当するであろう)においてあまりに強い講印象を引き起こす)と記さ

れる通りになるならば),精神にはこの場合,くsel1tir)のく働きかけ(能動))

によるsentimentを生み出すというより, sensがあって(㊥参照),また精

神は身体(脂)であってよいことになり,それこそ心身分離が目標のく真理の

探求)は崩壊させられてしまうのであろう。別言すると,く動物精気)のく運

動)にはかならない身体の反射(く運動) ressentir)が精神で現実になると,

く真理の探求)にあってく動物)としての身体と　くわたし(人間)〉　としての

く精神)とが無関係ではなくなるということである。く真理の探求)であり続

けるには,何んとしても　く精神)のくsentir)またはくressentir〉をはじめと

する諸能力が身体の反射にく働きかける)ことでなければならぬのである。と

りわけここでいう　く働きかける)くsentir)こそ,心身不合一の鍵となる能力

であり,その際デカルトによって語られる知覚(思惟)のすべてはこれを基本

にして出発するといって過言ではなかろう。

なおまた誰も次のことに異義を唱えはしないであろう。すなわちく真理の探
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求)に立ってみると,くわたしは熱を感覚する)という表現のくわたしje)と

は, ㊥②がくje sente de la chaleur)であるかぎり,く精神)であるという

ことを。だが註(15)や㊧がくje ressens la chaleur)であるとき,このくわた

しje)もく精神)であるといい得るのか,それともくje)は身体であり,身体

がく熱を感覚する)とみてよいのであろうか。デカルトに質すことにしよう。

㊨ Je croyais que ce corps (lequel par un certain droit particulier

j appelais mien) m'appartenait plus proprement et plus etroitement que

pas un autre.

(わたしがある特殊な権利によってわたしのものと名付ける)この身体は,物
体以上により適確に,より親密にわたしに属することを,わたしは信じていた。

くある特殊な権利)とは,身体がくわたしに属)し,くわたしは身体から切り

離されることができない)(22)という　く様態)をくわたし)が保有する資格をさ

すにちがいない。しかしこれは〈省察》からの引用であるにしろ,そこからい

かなることが理解され得るのか。まず,く真理の探求)を目ざす〈省察》の一

文ゆえに,身体が(わたしに属する)ことは,身体が全面的にくわたし)であ

るのでなく,部分的にくわたし)なるく実体に内在するetre en la substance)(23)

こと,くわたしは身体から切り離されることができない)とて同様に,くわたし

(精神))が身体を全面的にでなく,部分的に内在させることを知る。そして,

部分的にであるとしても,くわたし(精神))と身体とが関係するとなすことは,

そこから《情念論≫ (1649年)を待たずに, -早くこの《省察≫ (1641年)に

く日常的用法)が,その心身合一がかいまみられることを知る。

しかしながら筆者は(情念論》においてさえ,く枯神)と身体の本来あり得

べき身体を基本にした合一が表面には出ないとみるoく真理の探求)に言及し

た際の箇所(五段落前の後半(く万が一)以下の)部分)で知る通り,この心

身合一はデカルトにとっても,身体のくressentir)が精神で反射し,その

sens　感覚)が精神にあるとみなされなくてはならない。それこそ心理学や生

理学の今日的知見に合致してこよう。ところがデカルトはこの視点だけでなし

に心身を合一させる。そのとき,デカルトは心身合一をぱくわたし(精神))に

身体を部分的に取り込ませる　くわたし(精神))を優先させて捉えるのである。
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このためか,身体のくressentir)やsensよりも, sentu・(24)やsentiment'251

の方が強調される(反射(ressentir)のsensが脳のく松果腺)の外側に出

る(ある)やいなや,そのく精神)はくsentir)のく働きかけ(能動))によっ

て　sens　とは異なる新たなsentimeiltを生み出すのであった)。たとえば註

(24)と(25)の引用文中の㊥では,くsentir)のく働きかけ(能動))のもとで

く一般に身体がわたしたちの真近にある)と記され, ⑧ではく受け入れる

recevoir)のくsentir)なしに(く働きかけ)はく受け入れる)ことでもある),

sentiment (感覚)が生じてこないと語られる.それではそこにくressentir)

やsensのいかなる形跡もないと結語すべきか。否であろう。前述にならい,

いかに新たなsentimentが生まれるといえども,このsentimentには身体

のくressentir)やsensの部分的な影響がみられると理解する必要があるし,

それこそ身体がくわたし(精神))に部分的にかかわるという意味になる。た

とえば(9のく脳のなかの遊動(これは反射くressentir)である)が枯神をし

てわたしたちの感覚の対象(これはsensである)を感覚するsentir)こと,

⑧のくわたしは‥. (くselltir)の)感覚selltimentによって,好都合(や)

不都合(吃)でいうとくわたしたちの感覚の対象))を見分け)ること,さらに

①のく迎動はわたしたちによって,まさしくわたしたちのsentiment,すな

わちわたしたちの感覚(的印象) sensたる知覚と呼ばれる)ことが部分L'伽こ

かかわることを明かす(P4と5のくひとまず)の言はここで解消する)0

だがたとえそうであるにせよ, (りのく感覚sentimentは,その感覚の部分

(部分とは脳のく松果腺)の外側(精神)をさす)においてわたしにかかわり,
°　　°　　°　　°　　e　　°　　▼

その感覚の部分から切り離される他の身体の部分(傍点部分はく他)が脳の

く松果脱)のほかを示唆させるが,しかしこれを含めた身体の部分をさすとみ

る)においてわたしにかかわることはない)とデカルトがいう以上,脳のく松

果腺)をはじめとする身体がくわたし(精神))に部分的にかかわるとみなす

根拠は,それが脳のく松巣腺) (身体)における反射くressentir)にもっぱら

あると認めるよりも,デカルトがくsentir)のく働きかけ(能動))による

sentimentの方をどうしても強調するところにあると捉えられるのである。

だから,デカルトのく日V'ii'的用法)はそれを成り立たせるにしろ,何より　くffi

秤)をよりどころにした心身合一を優先させることにあるのだ。換言すると,

この心身合一はく日常的用法)においても身体をよりどころにしたそれではな
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く,く真理の探求)を執掬なほど意識した心身合一であるといえよう.

身体をよりどころにした心身合-にとって,繰返すがくsentir)のく働きか

汁(能動))は不必要になろう。なんとなればそれに代わる身体のくressentir)

が精神でsens (sentiment)をもたらすごとく反射するからである(く真理の

探求)が限中にあるデカルトはこれ以外のく日常的用法)を構想する)。ただ

この場合でも,く再度戴く)という精神のくressentir) (たとえば㊥①②)を

ば身体のくressentir)と見誤ってはならない。そのressentirを身体の

くressentir)とみなすと,身体のくressentir)が枯神で反射してsens (sentiment)

を生み出すから,身体をよりどころにした心身合一があることになる。この

sentimentはく真理の探求)で指摘し,かつく日常的用法)で優先されたそ

れではない。身体をよりどころにした心身合一でのsentimentなのだ(後述)0

デカルトは二つの　く日常的用法)を使い分けるようにみえるが,この

sentimentにはくsentirやressentir)は関係しない。なぜなら,く精神)に

ある　くressentir)が身体のくressentir)であるならば,それはく精神)をよ

りどころにした心身合一をばかりか,く真理の探求)さえも不成立に終わらせ

るからである。それはどこまでも精神のくressentir)であるし,そのくressentir)

がく再度強く)身体のくressentir (反射))にく働きかける) (後者はく精神)

において反射しない)ことによって,く精神)をよりどころにした心身合一を,

またく真理の探求)を踏まえさせることを明示するのでもある。

しかし筆者は,く精神)をよりどころにした心身合一があるとするのはたん

に,く真理の探求)のくsentir)が働きかけてsentimentを生み出す契機とな

るところの,身体とく枯神)とが部分的にかかわることにあるという事由だけ

から語られるのかを確認せねばならぬであろう。これについては以下の引用文

が参照される。

◎①II me semble quon peut generalement les (les passions) definir des

perceptions, ou des sentiments, ou des emotions de l云me, qu on

rapporte particuli占rement 良 elle.(26)(括弧内筆者)

一般的に,枯神にとりわけ関係づけられる情念は,料神の知覚,あるいは料神

の感覚,あるいは将神の情動と定義され得るとわたしには思われる。
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◎②On peut generalement nommer passions toutes les pensees qui sont

ainsi excitees en lame sans le concours de sa volonte, et par consequent,

sans aucune action qui vienne delle, par les seules impressions qui sont

dans le cerveau, car tout ce qui nest point action est passion. Mais on

restreint ordinairement ce norn aux pensees qui sont causees par

quelque particuli芭re agitation des esprits. Car celles qui viennent des

objets exterieurs, ou bien des dispositions interieures du corps, comme

la perception des couleurs, des sons, des odeurs, la faim, la soif, la

douleur et semblables, se nomment des sentiments, les uns exterieurs,

les autres interieurs.

受動は一般的に,脳のなかにある諮印象だけによって,意志の協力なしに,そ

れゆえ椅神から生じるいかなる能動もなしに柄神に引き起こされるすべての思惟

と名付けられる。なぜなら少しも能動でないすべてのものは受動であるからだ。

しかし通常,この名前は柄気のある独自の運動によって引き起こされる思惟に限

定される。なぜなら色,普,香り,飢え,渇き.痛み,他の同様なもののような,

外的対象から,あるいはまた身体の内的状態から生じる受動は感覚と.一方は外

的感覚と,他方は内的感覚と名付けられる。

◎Qにar en effet tous ces sentiments de faim, de soif, de douleur, etc., ne

sont autre chose que de certaines facons confuses de penser, qui

proviennent et dependent de l'union et comme du melange de lesprit avec

le corps.価)

というのも飢え,渇き,痛みなどをはじめとするすべての感覚は,机神と身体

の合一.いわばかかる混交から生じ,これに依存する,ある混乱した思惟様態に

はかならないのだから。

恥s sentiments ne proc芭dent point d'elle (!'丘me) seule, en tant quelle
est une chose qui perlse, mais en tant quelle est unie A une chose

占tendue qui se meut par la disposition de ses organes, quon nomme

proprement le corps d'un homme.(29)(括弧内または傍線部分は筆者)

これらの感覚は,精神が思惟するものであるかぎり,少しも精神に山東するの

ではなくて,柄神が諸器官の状態によって動く延長的なもの(それを人間の身体

と呼ぶ)に結合されるかぎり,輯神に由来する。
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長い文章も含まれる◎の(Dから④までの引用文は筆者なりに,番号の順に従

うでもなく次のように説明されよう。まず◎㊨全体はく日常的用法)での心身

合一を語るが,とくにその傍線部分のく料神が思惟するものであるかぎり)に

注意すると,く真理の探求)の視点が予想されるゆえに,それを加味させた

く日常的用法)となって捉えられる(かかる心身合一があるという証しである)0

次に傍線部分以降のすべての文意は当然,く精神)と身体がく結合される)と

ころとなってく日常的用法)を示すことになる。また傍線部分の冒頭のくccs

sentimelltS)の指示形容詞cesは,他の引用文中の単語でいえば, ◎②の

くIes couleurs, les sons, les odeurs, la faim, la soif, la douleur et

semblables)をさすであろう(◎③にも同じ単語が見受けられる)。そして以

上から,とりあえずこの④を出発点にして,く日常的用法)が検討されなけれ

ばならなくなるのである。

く日常的用法)はもとより,く真理の探求)にあっては本来く思惟するもの)

をく実体)となすく精神)と無関係であるとみなされるところの,く延長(的

なもの))をく実体)となす身体が,そのく料神)と　く結合(合一)される)

ことを証す思想である(く実体)については前紀要引用文◎参照)。それはデカ

ルトが心身をいかに結合させるかを問うたものである。そのときデカルトは身

体が進んでく精神)に結合する見方を選択せずに, ◎卦でいうごとく　く枯神が

‥.身体に結合される)と語って,く精神)を前面に押し出すことになる。別言

するとこれは,デカルトをしてこの心身合一をば身体をではなしに,く枯神)

を軸に展間せしめることを,つまりこの心身合一が身体をよりどころにしたそ

れであるよりは,く精神)をよりどころにした心身合一を意味させる。それを

証明するのがsentimentである.このsentiment　はまた身体のsensの

sentiment化したそれでなく, ◎(》のくm神の感覚〉であるO　これが後者の

心身合一の成立に向けて.身体の枯神への部分的関係と関連する事由になるで

あろう。

筆者はく日常的用法)下の前段でいう後者,つまり　くm神)をよりどころに

した心身合一でのsentimentは,く真理の探求)におけるそれの用法である

とみる。くま'I理の探求)のそれは◎④のく精神が思惟するものであるかぎり)
°　　▼　　°　　°　　▼　　°　　一

く精神に由来する)のであり,筆者は前段に記した通り,この　　の傍線部分

中の語句の串由において,それがく真理の探求)との関係をあらわすにちがい
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ないと述べたのである。だから◎互)のsentimentなる一語には二つの内容を

付加し使うことが示唆される。一つは今も記した　く真理の探求)での

sentimentであり,以下にf榊給して振返るそれである。このsentimentは身

体のくressentir (反射))のsens　感覚)とは異なるsentimentのことを意

味させたし,く柿神)・のくsentir)のく働きかけ(能動))のおかげで,はじめ
°　　°　　°　　°

く精神)が身体のくressentir)のsens的焚素にく部分的に)かかわるとみ

えようが(傍点部分がさらにく1音念)の(日常的用法)の要因になろう), Ml

終的にはそのかかわりとも切り離されたsentimentとして了解される。

もう一つが◎④で主に語られるく日常的用法)でのsentimentである。こ

れは身体のくressentir)のsens　感覚)がく精神)に取り入れられることを

示すsentimentであり,いわばsensそのものを意味するそれである。すな

わち, ◎㊨のく諸器官の状態によって動く)あるいは◎診のく精気のある独自

の運動によって引き起こされる)(30)ことに発する　sens　がく精神の感覚

setltiment)にならなければ,このsentimentが同時に, ◎②のく色,普,

香り)をしてく外的感覚sentiments exteneurs)と,同(勤のく飢え,渇き,

痛み)をしてく内的感覚sentiments interieurs)とに区別せしめられはしな

いし,これこそ身体をよりどころにした心身合一のsentimentになろう。

だがこのく日常的用法)下のsentimentがなぜかかるように理解されねば

ならぬのか。これは◎診のく意志の協力なしに,それゆえ精神から生じるいか

なる能動もなしに)を踏まえずに答えが見出されてこないのである。すでに

くsentir)にて説明した通り,く真理の探求)ではくsentir)は身体のくressentir

(反射))のsens　に対する　く精神)のく働きかけ(能動))であったし,

sentimentを生み出す原動力でもあった。だから次回に明かすが,このこと

はそのくsentir)をはじめとする　く枯神)の諸能力(たとえばく想像する

imaginer)がかかるsensに対しく働きかけ)てく想像imagination)を生

み出すであろう)も　くsentir)と同じことにならねばならないことを示唆する。

ところが◎富の(ェリザベトへの手紙〉が意図するく日常的用法)では,く意

志)さえ含まれるくいかなる能動もなしに)という上記に従う以上は,く枯神)

のあらゆる能力はそれぞれかかる同じsensに対しく働きかける)ないしは

く受け入れる)ことをせずに済むことになる(これはだから,く真理の探求〉

とは異なる　sentiment,身体をよりどころにした心身合一一のそれとWlむ必要
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があろう)。それではあらゆる能力,とりわけここでいう　sentimentにかか

わるくsentir)がく働きかけ)ずに済む事由とは何んであろうか。

それはく日常的用法)のく柄神)にあって　sensが先の語句でいえばく取

り入れられる)こと,換言すると同様にく受け入れる)というに対してはく受

け入れられる)こと,とどのつまり◎診のく受動)になるからである。デカル

トにとって,く日常的用法)ではく精神)の諸能力のく働きかけ)たる　く能動)

を除外させることが前提になるならば,く精神)がく日常的用法)のく精神)

として存立するためにはく柄神)にく真理の探求)のく能動)に代わり得るこ

のく受動)がなくてはならないはずである。そのく受動)こそく精神の感覚

sentiment)といってよい。だから　く受動)はsentimentなのだ(これは

sentimentが先にくsensそのものを意味する)と記したことと同様である)0

く受動)のsentimentがく日常的用法)の身体をよりどころにした心身合一

において,く認識の起こり)の能力になる(◎診のく外的感覚)とく内的感覚)

がもとよりこのsentimentに相当し,ここからく真理の探求)以外での,チ

カルトにあって三つ目のsentimentがあるとみなされる)。それゆえデカル

トはsentimentが◎@でく机神と身体の合一,かかる混交から生じ)と記し

たり, ◎④でこのく感覚は‥.柄神に由来する)と語ったりするわけである

(ここにはく精神)をよりどころにした心身合一のsentimentについては除

外してある。そこではpassionはく情念)の意味に限定される。一方の心身

合一のpassionはく受動)の意味に限定されよう)0

ところでデカルトはこのく能動と受動)に関して,さらにく能動と受動とは

常に同一のことがらであるのをやめない)(31)と語る。むろんく能動と受動)を

可能にするのは,く真理の探求)でく日常的用法)のおのおのですでに触れた

過り,何より　く精神)である。そのとき前者における　く能動)とはく精神)に

おいて, sensをくsentir)によってく受け入れる)ないしはく働きかける)

こと,後者におけるく受動)とはく精神)において　sensがく受け入れられ

る)またく働きかけられる)ことでしかなかった。それゆえ当初は,く真理の

探求)はく能動)の能力,く日常的用法)の-はく受動)の能力で満ちたくm

秤)をかたちづくることになる。別言するとこのく精神)は各立場のそれぞれ

がく能動)く受動)という　く思惟の動き)やく認識の起こり)を語るし,同じ

一人が二つのくm神)をもち,それらが彼にあって同時でなくあらわれること
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を示すにすぎない。だが註(31)での主張はこの二つのく精神)とはまた別の

く机神)を浮かび上がらせはしないか。註(31)のく同一のことがら)のさすと

ころがく精神)に帰すし,それらの能力がく同一)とみなされるならば,く枯

秤)は以上のそれぞれと異なった,しかも　く能動)と　く受動)の両方を保有す

る能力のある　く精神)となりはしないか。註(31)はだからく能動)すなわち

く受動)といい得る。これこそく柿神)をよりどころにした心身合一をさす。

三つ目とするく精神)にはかかるく日常的用法)があり.そのく精神)は時間

的経過なしに捉えられない(この時間的経過とはここでは能動が受動にかえら

れるところに要するそれをさす。またく真理の探求)やく受動)のく日常的用

法)のく精神)に対しても時間的経過について問うことができるが,これらの

ことは次回に回すこととする)。それはともかく,このく能動と受動)をもっ

てく机神)をよりどころにした心身合一の証しになるという三つ目のく柄神)

も同じ一人が所有するそれでしかないが,これがたとえばく同じ一つの柄神)

ともみられる必要があるのは,三つ目のく精神)がく真理の探求)とく受動)

の(日常的用法)をかねそなえるく精神)であるからにはかならない。別言す

ると三つ目のく精神)はこれら二つによって,あたかも混在させられるく精神)

になっているということである。

これはく真理の探求)自体やく受動)のみのく日常的用法)自体のおのおの

にく能動と受動〉をともに合意させることを示してはいない。時間的経過を着

慮せずにいうと,前者のく真理の探求)は身体のくressentir),ならびにその

sensを排除する(それのみか,次回にみるようにく机神)のくsentir),その

sentiment　さえもが排除されよう)し,後者にはく能動)の能力が欠けるか

らである.それでは註(31)の三つHのく精神)はどうか。つまりこのく日常的

用法〉　としても記されるく情念諭)にあって,く精神〉の能力がく能動と受動)

の両方を保有することはいかに理解されるかである.筆者は三つ目のく枯神)

がく机神)をよりどころにした心身合一のく日常的用法)であるとみるのは,

身体のsensがく精神)に受け入れられる身体をよりどころにした心身合一の

く受動)のく日常的用法)に比して,身体のく精神) -の部分的関係があるか

らだと記したO後者のsensはく枯神の感覚)としてのsentimentになる。

だが三つ目のく精神)でのく枯神の感覚)は,く能動と受動)なしには生み出

されない。だから以上の二条件のもとのく机神)ではまずく思惟の動き)たる
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く能動)の-能力が働きかける必要がある。-能力はまたく同じ一つの精神)

のそれとして受け入れられる。このく能動)のく受動)がsentimentだ(こ

れが筆者のいう三つ目のそれ,◎○の惜臥また情念にもなる)。さらにく真理

の探求〉やく受動)のくH常的用法〉はそれぞれく思惟の動き),く認識の起こり)

が当初あるだけになろうが,三つ目のくm神)は最初にく思惟の動き)を,次に

く精神の感覚)としてのく認識の起こり)を生じさせる混在様態をかたちづく

ることになる。そしてここにこそく思惟の動き)たるあらゆるく能動)の能力

をsentiment(受動)にする,デカルトの凝輸された思想が見出されるのだ。

こうして,デカルトは三つ目のく精神)にとって,◎》のく枯神にとりわけ

関係づけられる情念)や◎④のく感覚は‥.料神に由来する)にもっともふさ

わしい(く将神〉のみに輸する)く受動〉ないしはsentimentが,◎(参のく外

的感覚)やく内的感覚)以外にあることを取り上げてくる。そしてこのく枯神)

のみに帰するく受動)ないしはsentimentがまさしくデカルトの主張したかっ

たであろうく情念)となる。

ョ(DOnles(lespassions)閃utaussinommerdessentiments.(E>(括菰内筆者)

わたしは情念をまた感覚と名付けることもできる。

㊦②Onacoutumedele(cemotdespassions)restreindreゐsignifier

seulementcelles(lesperceptions)quiserapportentAl'amemeine.

(括弧内筆者)

情念なる諾糾ま,机神そのものに関係がある知覚だけの意味に限定させ(て使う)

のがわたしの習慣である。(括弧内筆者)

㊤③Onles(lespassionsdel'ame)peutnommerdesperceptionslorsquon

sesertgeneralementdecemotpoursignifiertouteslespenseesquine

●sontpointdesactionsdelameoudesvolontes,maisnonpointlorsquon

nesensertquepoursignifierdesconnaissancesevidentes.(:M)(括弧内雑著)

わたしが知覚なるa/i
Nilを,明証的な認識を意味するためだけに使うのではなく,
一般的に,桁神の能動すなわちu志では少しもないすべての思惟を意味するため

に使う場合に,わたしは机神の情念を知覚と名付けることができる。
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㊦④Que pour connaltre les passions dc lame il faut distinguer ses

fonctions d avec celles du corps.

柄神の情念を認識するには,精神餓能を身体の機能と区別せねばならぬこと。

eXDから④までを参照すれば,く精神)のみに帰するく情念)すなわちく枯

神の情念)が何か知り得るであろう。その補助となる説明が次に試みられる。

まず, ㊦(りは先にく受動)ないしはsentiment　と記した事由を明らかにする

だけに引用される。そして,筆者はこれまで数回く知覚)という語を使用した

が,この　　や㊦③のく知覚)でもって,デカルトの指摘するすべてのく知覚)

の意味が出揃うことを盤調したい。この-は◎(Dのく柿神の知覚)としての

く知覚)である。これはまたeXDのく知覚). ㊦③の後半部分の,つまり　く一

般的に)以下にあるく知覚)でもある。ただしく一般的に)以下でのく知覚)

はそれ以外のく知覚)すら意味させる。それが二である。二は前紀要引用文①

であり,本稿ですでにみた文章中のく連動はわたしたちによって,まさしくわ

たしたちの感覚sentimenL　すなわちわたしたちの感覚(的印象) sensたる

知覚と呼ばれる)とするく知覚)なのである。別言すると　く感覚(的印象)た

る知覚)とはく精神)にとってのく外的感覚sentiment)やく内的感覚

sentiment)のことである。さらに三がある。三は㊦③の前半部分にあるく明

証的な認識)をさして使われよう　く知覚)である。要するにく真理の探求)や

く日常的用法)のいずれにも該当するく精神)のく認識の起こり)やく思惟の

動き)のすべてにかかわるのが,デカルトのいう　く知覚)である(なお⑳㊨の

くconnaitre認識する)はこれまでのそれに従った訳にすぎないが,ここでは

当然く経験する)またはく味う)の意味しかないことを断っておく。また◎②

や朗)中のくすべての思惟(あるいは◎診のく思惟様態), ◎診のく思惟))と

いう表現が何を語るかは,次回で再度(すでに　　至)③の引用文以降の本文で

一見はしている)検討する)0

ともかく,問題はそのく枯神の情念)とは何か確認するところから生じてこ

ようか。く精神の情念)は,く柿神)のく能動)たる能力,たとえばく意志する)

がく働きかけ)たあとで(だからこの場合は(意志する)が他のいかなる能力

よりも素早く　く外的感覚)やく内的感覚)のいずれかにく働きかけ)ているこ

とでなければならぬ),この先立ったく意志)能力を今度はく精神〉のなかだ
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けでく知覚)して(またはかかるく意志)能力がく受動)としてく受け入れら

れ)て)生み出されるという。これはしかし,く精神)のなかであたかも時間

的経過によって生まれる　く情念)でしかない(く認識の起こり)としてのく受

動)ではある)し,さらにたとえば感覚や感情に思惟がく働きかけ)てもたら

されよう感覚的思考や感情的思考のように,く情念)に他の能力のく働きかけ

(能動))が介在して生じることによる　く情念)でもない。筆者は後者のこと

はデカルトのいう　く精神の僻念〉にとってあり得ないとみると同時に,そこま

で論じるのではないといっておく。

なぜあり得ないか。く精神の情念)は本来先立つく能動)たる能力がく受動)

になるしかないように察知されるからである。しかし筆者からすると,それが

さらなる間題を惹起させるのであって,これこそ論じてみなければならぬとこ

ろとなる。この間越点が以下冊潔に記されるにせよ,それを論じるのは規定枚

数に達した段階では次回に誹る以外になかろう。その問題点とは, -,く精神

の情念)が先立つく能動)たる能力とかかわって生み出されることは,く柄神)

にく真理の探求)のく能動)とく日常的用法)のく受動)を混在させることで

あるが,このく机神)の混在様態をもって,筆者は三つ目のく精神)とみなす

にしても,そこから何を読み取り得るか,二,その三つ目のく精神)には,前

段で触れたこと,つまり感覚的思考や感情的思考などのように,く情念)に他

のく能舶)たる能力がく働きかける)ことはまったくないのか,別雷すると,

三つ目のく精神)はく其理の探求)やく日常的用法)とは別の,く情念〉なる

感覚sentiment (この感覚はく共理の探求)のそればかりか,く日常的用法)

のく外的感覚)やく内的感覚)たるsentimentとも異なる)にく働きかける)

く思惟(知覚)の動き(展間))を可能にすることを示唆させるのか,≡.く情

念)を基本にした三つ目のく精神)ではたとえば◎⑳のく内的感覚) (あるい

はく外的感覚)でもよい)における心身合一のようなそれが果たして可能なの

か,これを考察するとき, (情念論)中の-箇条であるョョとは,その箇条内

の一文くm神において受動であるものは通常,身体において能動である)(36)と

は何を語るのか,四,そこには当然く受動すなわち能動) (またく能動すなわ

ち受動)も同じ)なるデカルトの捉え方があるが,それは何か,である。要す

るに以上はデカルトのいう　く精神)が何かを間う中味となるであろう。

〔続〕
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註

今回の参考文献は以下の通りであり,各証はその文献に付した記号A.-B.に

従う。

A. Descartes 《旺uvres Lettres》 Bibliothdque de la Pleiade, Gallimard.

¢) CDiscours de la methode)

㊥ (Meditations)

㊦ ¥Les principes de la philosophic)

㊤ CLes passions de l'ame)

㊥ 〈Lettres choisies》

B.新潟大学人文学部人文科学研究,第93瞬, 1997年。

(り　A.㊥P.278。

(2) A.㊥P.284c

(3) A.㊥P.331,

(4) A.OP.596C　ここにはく様態)がまた《属性attribut》でもあり, 《仕質

qualite)でもあることが,それらの使用の際の意味区分が記されてある。

(5) A.ゥP.279c

(6) B.P.36ゥ註(24)参照。

(7) A.㊤P.P.710-711 ART 31, 32 etc。

(8) A.◎P.164㊥P.331C

(9) A.㊤P.707c

(10) B.P.36◎註(24)とP.41㊥註(34)参照。

(ll)本文(王X亘)註( 1 )とGXD註(2)参照。またB.P.40⑥註(33)参照。

(12)デカルトのいう　く超勤)には(mouvement ducorps (身体運動)) (A.㊤

P.714 ART 38)と本文註(9)のく運動)がある。今日的にいえば前者が遠心性

神経,後者が求心性神経になろうか。本文では後者についてのみ言及している。

(13) A.鍾)㊥㊤㊤㊥がその調査対象となる作品である。

(14) A.㊥中P.279, P.298, P.300, P.320, P.321, P.328, P.331, P.332

(2箇所), P.333の計10回のくressentir)の使用がある。

(15) A.ゥP.279c

(16) A.ゥP.320c

(17) A.ゥP.331c

(18) A.㊥P.332c

(19) A.㊥P.328c
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(20) A.㊥P.331C

(21) A.@P.321o

(22) A.ゥP.321c

(23) A.OP.596。

(24)前紀要の引用文のうち㊥と㊥に,本文の引用文のうちG)①②③, ㊨と㊤

にくsentir)がある(また㊨喧X萱)はく柄神)のくressentir〉がある)0

(25)前紀要の引用文のうち⑧, ㊦と①に,本文の引用文のうち⑳②にsentiment

がある。

(26) A.㊤P.P.708-709c

(27) A.ゥP.1212c

(28) A.ゥP.326c

(29) A.OP.612c

(30)く精気のある独自の迎動quelque particuliere agitation des esprits)中の

agitation　は本文註(26)の引用文後に出てくる　くquelque mouvement des

espnts)のmouvement (迎励)の訳にK換した。

(31) L'action et la passion ne laissent pas dctre toujours une meme

chose‥ ‥ (A.㊤P.695)c

(32) A.㊤P.709。

(33) A.㊤P.708。

(34) A.ゥP.709c

(35) A.㊤P.696c

(36) Ce qui est en elle (1ame) une passion est communement en lui (le

corps) une action. (括弧内筆者) A.㊤P.696。


